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漱石 とラフ ァエル前派

研究文献 目録

飛 ヶ 谷 美 穂 子

 漱石 研究 は この ところ、 自筆 原稿 に もとつ い て新 編 集 され た全集 の刊 行 、専 門研 究

誌 の発 刊 な ど、 また あ らた な時代 を迎 えつ つあ る ようだ。 そ の反面 、 お びた た し く発

表 され る 「論文 」 の中 に は、同 じテーマ を扱 った先行 論文 につ いて、 まった く無知 と

思 わ れ る もの や、逆 に自説 と紛 うばか りに不 用意 な引 用 ・借 用 を行 って いる もの も、

少 な くない。

 江藤 淳氏 の 『漱石 とアー サー王 伝説 』以 来 、漱 石 とラフ ァエル前 派芸 術 との 出会 い

とい う魅 力 的 な テーマ は、 さ まざ まな 角度 か ら論 じ られ て きた。 「フ ァム ・フ ァター

ル」、 「オ フ ィー リア ・コ ンプ レ ックス」 な どの横文 字 を、 国文 学者 が注 釈 な しに用 い

るの も珍 しい ことで はな くなった。しか しこのテ ーマの場 合 と くに、研究 者 は国文 学 ・

英 文学 ・比較 文 学 ・美学 等 多 くの分野 にわた っ てお り、 その すべ て に目配 りをす るの

は容 易 な こ とで はな い。実 は これ は、 漱 石研 究 全般 につ い て言 え る こ とで あ り、「漱

石 学会 」 ともい うべ き学 際 的 な情 報 の交換 と蓄 積 の場 の確 立が つ よ く望 まれ る ところ

だが 、微 力 な筆 者 として は と りあ えず(お もに 自分 自身 の必 要 か ら)、研 究 文献 目録

を作成 す る こ とに した 。

 「漱 石 とラフ ァエル前 派 」 にテー マ を しぼっ て もなお、 紀要 に掲 載 され る卒論 の類

まで含 め る と、 これ に言及 した論 文 は膨 大 な数 にの ぼ る。 したが って ここで は、

 (a)「 漱 石 とラフ ァエ ル前 派」 が論 旨の中核 をなす もの

 (b)「 漱 石 とラフ ァエル前 派」 に関 連 して重 要 な指摘 の あ る もの

のい ずれ か に属 す る論文 に限 って取 り上 げ た。(b)の中 には、 アー サー王 伝 説や英 国絵

画 ・詩 歌 な どを扱 った もの を含 み、充 分 な関連 性 が認 め られ れ ばPRBあ る いは漱 石

への直 接 の言及 の多寡 には こだわ らなか った。また 、ラスキ ン ・ウオ ッツ=ダ ン トン ・

メ レデ ィス な ど、PRBに 関わ りの深 い文 学者 につ いて は、 その 関わ りにお いて論 じ

た場合 の み対象 として い る。

 こ うして整 理 してみ る と、 重 要 な指 摘 の多 くが 、か な り早 い時期 か ら(し ば しばい

わ ゆ る漱石 研 究 家 以外 の手 で)な され て い る こ とに驚 か ざ るを得 な い。 た とえ ば、

『莚露 行』 の鏡 の描 写 とホルマ ン ・ハ ン トの絵 画 「シ ャロ ッ トの女 」 との類 似 は、本

間 久雄氏 に よって昭 和41年 に指摘 されて い る し、 『それか ら』 や 『草 枕 』 を"世 紀 末"

と結 びっ け る分 析 も、 高階秀 爾 ・海野 弘両 氏 な ど美術専 門 家 に よって昭 和40年 代 か ら

試 み られ てい る。 また 、 シ ャロ ッ トの女 やオ フ ィー リア をめ ぐる水死 の オ ブセ ッシ ョ

ンについ て は、 昭和49年 に相 次 いで発 表 され た堀切 直人 ・越 智 治雄 両氏 の論 考 をは じ

め、既 に十 指 にあ まるす ぐれた業 績 が ある。 これ らの テー マ をあ らた めて取 り上 げ る



に は、オ リジナル な視 点 を求 め る相 当 の覚悟 が必 要 で あ ろ う。

 「漱石 とラ フ ァエル 前派 」 につ いて は、漱 石 の ロ ン ドン留 学 と英文 学研 究、 美術 ・

装丁 とのか かわ り、 ロマ ン派 や世紀 末文 学 の影響 な ど、併 せ 考 え るべ き問 題 が多 く、

かつ そのす べて を総 合 して も、漱 石文 学 を支 え る和 漢洋 の素 養 の ご く一部 に過 ぎない。

また一 方 で、 藤 井 淑禎 氏 の 『不 如 帰 の 時代 一水 底 の 漱石 と青 年 た ち』(名 大 出版会
'90

.3・284頁)の よ うに、 漱石 を同時代 の空 気 の 中 に復 元 す る試 み も忘 れて は なる ま

い。 深 く知 るた め には広 く読 まね ばな らな いが 、 そのす べ て を収 め る こ とは この 目録

の任 で はな い。象 を撫 で る群 盲 の愚 に陥 らぬた め に、す なわ ち能 う限 り有 機 的 に漱 石

の全体 像 を捉 えるた め に、 小稿 の よ うなテ ーマ別 研 究書誌 が 数多 く編 まれ る ことが必

要で は ないか と、 考 え る もので あ る。

凡例

*全 体 を1.単 行本 、2.論 叢 お よび雑誌 特 集号 、3.雑 誌論 文等 の3部 に分 類 し、

項 目 ご とに発 表順 に配 列 した。

*1、2の 場 合、 と くに重 要 な章(論 文)の タイ トル ・掲載 頁 ・初 出 をあ とにア ステ

リス ク(*)で 示 した。 複数 の版 が存 在 す る場 合 、頁 数 は下線 を施 した版 に拠 る。

*1の 単行 本 、2、3の 論 文 の うち、 この テー マ と直 接深 く関わ る内容 を持 ち、か つ

重要 度 も高 い もの に 「◎」 印、 必 ず し も論 旨の 中心 で はな いが、 このテ ーマ に関わ る

重要 な指 摘 を含 む もの に 「0」 印 を施 した。 なお云 うまで もな く、 これ は論文 そ の も

の の評価 を意 味 す る もの で はない。

*テ ー マ との関連 の判 然 しない タイ トルの論 文 に は、簡 単 な説明 を付 した。

*こ の 目録 は、1993年9月 末 日まで に管 見 に入 っ た論 文 を対 象 として いる。遺 漏 ・誤

記 を虞れ 、広 くご教 示 を乞 う次 第 で ある。

1.単 行本

(1)「 漱石 とラ フ ァエ ル前 派」 に関連 の深 い もの

○高 階秀 爾 『日本 近代 美術 史論 』(講i談社'72.1;増 補 改訂版 講談 社 学術文 庫'90.9・

  456頁)

 *「 青木 繁 」117-151頁(「 季 刊芸術 第3号 」'66.秋:『 それか ら』 の代助 を世紀 末

  耽美 主義 者 と分 析)

◎江 藤 淳 『決定版 夏 目漱石 』(新 潮社'74.11・512頁)

 *「 漱石 とラ フ ァエ ル前 派」346-49頁(「 文 学 界」'67.11)/「 漱 石 と英 国世 紀 末

  芸 術 」350-61頁(「 国文 学 」'68。2)/「 鴎 外 と漱石 一 その留 学 と恋 と」455-500

  頁(「 新潮 」'73.10-74.1)

◎江 藤 淳 『漱 石 とアー サ ー王 伝 説 一 「莚 露 行」 の比較 文 学 的 研 究』(東 大 出版 会

  '75.9・342頁;講 談社 学術 文庫'91.6・372頁)

 高 階秀爾 『日本近 代 の美 意識 』(青 土社'78.3;新 訂増補 版'86.9・551+ix頁)

 *「 漱 石 と美術 批評 」388-96頁(「 国文 学 」'71.9増 刊:漱 石 をロ マ ン派 か ら世 紀 末
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  につ なが る系譜 上 に位 置づ ける)

0海 野 弘 『日本 の アール ・ヌー ヴ ォー』(青 土社'78.12;新 装版'88.5・300頁)

 *「 モダニ スム再 訪 」8-188頁(「 芸術 生活 」'76.1-12:「 橋 口五 葉」 の項 で 『濠虚

  集 』 『草枕 』に言及 、 「明治 の ヴ ィナス」の項 で は 『草枕 』を 「漱 石 の タ ンホイザ ー

  伝 説 」 と分 析)

○芳賀 徹 『みだ れ髪 の系譜 一詩 と絵 の比 較 文学 』(美 術評 論 社'81.7・371頁;講 談

  社 学術 文庫'88.10・398頁)

 *「 みだれ髪 の 系譜 」10-42頁(「 短歌研 究 」'78.8,「 国語教 室」'81.6)

◎松村 昌家 『明治 文学 とヴ ィク トリア時 代』(山 口書店'81.11・211+x頁)

 *「 『幻 影 の盾』 にお ける英文 学 的諸 要素」87-104頁(「 神戸 女学 院大 学論 集 」'75.

  9)/「 『薙 露行 』 の英文 学 的背 景」107-48頁(同'81.3)

 佐渡 谷重 信 『漱石 と世 紀宋 芸術 』(美 術 公論 社'82.2・355頁)

 磯 田光一 『鹿 鳴館 の 系譜 近代 日本 文芸 史誌 』(文 芸 春秋 社'83.10;講 談 社文 芸 文

  庫'91.1・380頁)

 *「 「明星 」 派 の水脈 」131-62頁

◎ 芳 賀 徹 『絵 画 の領 分 一近 代 日本 比 較 文 化 史 研 究 』(朝 日新 聞 社'84.4・643+

  xiii頁;朝 日選 書 ・647+xiii頁)

 *「 夏 目漱 石 一絵 画 の領 分」355-518頁(『 夏 目漱 石 遺 墨 集 』 求 竜 堂' :1)/

  「浅 井忠 と夏 目漱石 」308-51頁(『 近 代美 術 の開拓 者 た ち ・3』 有 斐閣'81)

 岡田隆彦 『ラフ ァエ ル前 派 美 しき〈宿命 の女 〉た ち』(美 術 公論 社'84.7・260頁)

 *「 明 治末 に おけ る ロセ ッテ ィの影響 」191-250頁

 大 原三八 雄 『ラ ファエル 前派 の美 学』(思 潮 社'86.3・357頁)

 *「 『濠 虚集 』」320-56頁

 匠 秀 夫 『日本 の近代 美術 と文 学 一挿絵 史 とその周 辺』(沖 積 舎'87.11・241頁)

 *「 明 治三〇 年代 にお け る文学 と美術 の関 わ りについ て 一 「文学 界 」 と 「明星 」 を

  中心 として 一」59-86頁(「 文 学 」'85.10)/「 漱 石文 学 と挿絵 」189-204頁(『 講

  座 夏 目漱石 第 一巻 』有 斐閣'81.7)

◎ 大 岡 昇 平 『小 説 家 夏 目漱石 』(筑 摩 書房'88.5・443頁;ち くま学芸 文 庫'92.6・

  522頁)

 *「 ユ リの 美学 」108-31頁(「 展望 」'75.6)/「 「莚 露行 」 の構 造 」169-99頁(同

  '76.3)/「 ウィ リアム ・ 「盾 」 ・水 」9-32頁(同'77.8)/「 水 ・椿 ・オ フィー

  リア 」202-31頁(「 群像 」'80.1)

 川 口久 雄 『漱 石世 界 と草 枕絵 』(岩 波書 店'87.5・126+ii頁:初 稿 「『草 枕絵 巻 』

  と漱石 的空 間 一文学 と絵 画 との 交響 」、 「文学 」'85.2-4)

◎江藤 淳 『漱石論 集』(新 潮社'92.4・333頁)

 *「 漱石 とアー サー王 伝説 序 説」214-29頁(「 国文 学」'74.11)/「 『それか ら』

  と 『心』i.「 鈴 蘭 」 と 「白百 合 」 一 『それ か ら』 の世 界 一」8-69頁(『 講座 夏 目

  漱石 第三 巻』 有斐 閣'81.11)

 3



(2)漱 石 の比 較 文学研 究 の基 本文献(総 括 的 な もの)

 板垣 直子 『漱 石文 学 の背景 』(鱒 書 房'56.7・224頁;復 刻 『近代 作家 研究 叢書41』

  日本 図書 セ ンター'84.7)

 海老 池俊 治 『明治 文学 と英 文学 』(明 治 書院'68.3・231+vi頁)

 江藤 淳 『漱 石 とその時代 第二部 』(新 潮 社'70.8・370頁)

 矢本 貞幹 『夏 目漱 石 そ の英文 学的 側面 』(研 究社'71.9・302頁)

 平川 祐 弘 『夏 目漱石 非西 洋 の苦 悶』(新 潮 社'76.8・339頁;講 談社 学術 文庫)

 岡 三郎 『夏 目漱石研 究 第一 巻 意 識 と材源 』(国 文 社'81.11・548頁)

 角野 喜 六 『漱 石 の ロ ン ドン』(荒 竹 出版'82.5・258頁)

 出 口保 夫 『ロ ン ドンの漱石 』(河 出書房 新社'82.8・280+vi頁)

 平川 祐 弘 『漱 石 の師 マー ドック先生 』(講 談 社学 術文 庫'84.9・278頁)

 出 口保 夫/ア ン ドリュー ・ワ ッ ト編 『漱 石 のロ ン ドン風景 』(研 究 社'85,8・195頁)

 塚本 利 明 『漱 石 と英 国一留 学体験 と創作 との間』(漢 流社'87.9・268頁)

 稲垣 瑞 穂 『夏 目漱石 と倫敦 留 学』(吾 妻書 房'90.11・308頁:『 漱石 とイギ リス の

  旅 』'87.5・250頁 の改訂 新版)

2.論 叢 および雑誌特集号(総 括的 なもの も含 む)

「英語 青年 」第100巻8号 「夏 目漱石特 集 」(研 究社'54.8)

 *田 部重 治 「漱石 先生 の授 業 ぶ り」426頁(PRBに 冷淡 だ った と回 想)

日本比 較文学 会編 『比 較文 学研 究 ・1』 「漱石 の比較 文学 的研 究」(矢 島書房'54.10・

  238頁)

「英語 青 年」第112巻7号 「特集:夏 目漱 石 と英文 学」('66.7)

 ○本 間 久雄 「テニ ソ ン」444-45頁(ホ ル マ ン ・ハ ン ト 「シャ ロ ッ トの女 」 に言及)

「国文 学」 第16巻12号 「夏 目漱 石 の手帖 」(学 燈社'71.9)

 ○石 井和 夫 「漱石 とダ ンテ」122-27頁(ロ セ ッテ ィ、 ミレー、 ホル マ ン ・ハ ン トに

   言及)

「国文 学 」第19巻13号 「漱 石文 学 の変貌 」('74.11)

 *越 智 治雄 「漱石 と夢 の極 点 」142-50頁(漱 石 の諸 作 をオ フ ィー リア を中心 に分析

   :『 越 智治雄 文学 論 集2 漱 石 と文明 』砂 子屋 書房'85,8に 収録)

「英語 青 年」第122巻10号 「特集:夏 目漱 石」('77.1)

日本 比 較 文 学 会 編 『漱 石 に お け る東 と西』(主 婦 の友 社'77.12・223頁:殆 ど前項

  「英 語青 年 」第112巻7号 の再 録)

塚 本利 明編 『比 較文 学研 究 夏 目漱石 』(朝 日新 聞 社'78.10・597頁)

 0石 井 和 夫 「『濠 虚 集』 の 背景 一漱石 と 『神 曲』 の ふ れあ い を中 心 に 一」309-32頁

   (初稿 「立 教大 学 日本文 学 」'71.6:ロ セ ッテ ィに言及)

 ○巻 末 「研究 書誌 」552-97頁(大 変行 き届 い てお り便利)

『講座 夏 目漱石 』 第二巻 漱石 の作 品(上)(有 斐 閣'81.8・328頁)

 ○松 村 昌家 「『濠 虚集 』 にお け るイギ リス体 験」9H17頁
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「国文学 」第26巻13号 「「三 四郎」 と 「こ 〉ろ」 の世 界 」C81.10)

 *斎 藤 恵子 「十 九世 紀 ヨー ロ ッパ文 学 と 「三 四郎 」」43-49頁

『講 座 夏 目漱 石 』第五 巻 漱 石 の知的 空間(有 斐 閣'82.4・408頁)

 *亀 井俊 介 「漱石 の英 詩 を読 む」235-67頁

 ○芳 賀 徹 「漱石 の 『十二夜 』 一 「暖 かい夢 」 の なかの ロ ン ドンー」350-93頁(画

   家 アル マ ・タデマ か らPRBに 言及)

「別 冊 国文学No 14 夏 目漱石 必携II」('82.5)

「国文 学」第28巻14号 「夏 目漱石 一比較 文 学 の視点 か ら」('83.11)

 ○高 宮利行 「中世英 文 学 と漱石 」40-45頁

 ○熊坂 敦子 「三四郎 一西洋絵 画 との関連 で」90-97頁

「理 想 」第622号 「特 集=夏 目漱石 」(理 想 社'85.3)

 ◎前 田 愛 「世 紀 末 と桃 源郷 一 『草 枕』 を め ぐって」204-14頁(初 稿 「国文 学 」第

   28巻14号'83.11:『 前 田愛著 作集 第6巻 』筑摩 書 房'87に 収録)

 *ほ か に中野記 偉 「漱 石 とロマ ン主義 」246-54頁 等 、PRBに 直接 言 及 しな いが有

   益 な論 文 が多 い。

飯 島武 久 ・J.M.Vardaman, Jr.共 編The World of Natsume S�eki(金 星 堂'87.2・

  326頁)

 * Lynne Kutsukake'Cherchez la Femme:the Figure of Mineko in S�eki's

   SanshiYﾔ'(美 禰 子 はス ウ ィ ンバ ー ンの言 う"a darker Venus"で あ り、 世紀

   末 の水 のニ ン フで ある とす る)

「国文 学」第32巻6号 「夏 目漱 石 を読 むた めの研 究事 典 」C87.5)

「太 陽 」No.311「 特集:ア ー ル ・ヌー ヴ ォーの旅 」(平 凡 社87.9)

 ◎佐伯 順子 「理 想郷 の 女 夏 目漱石 とアー ル ・ヌー ヴ ォー」78-81頁

 0サ 相 仁 「乱 れ髪 の美 学 一描 か れ た世 紀末 美 人像 」82-88頁(漱 石 に は言及 し

   な いが オ フ ィー リア ・コ ンプ レック スに関 して有 益)

東大 比較 文学 会編 「比 較文 学研 究 」第57号 「特 輯 夏 目漱石 を読 む 」("1・)

 ◎池 田美紀 子 「漱石 と世 紀末 の女性 た ち一 ヒロイ ンの 肖像 一」97-118頁(ロ セ ッテ ィ

   を中心 に、 ス ウィ ンバ ー ンに も言及)

「別 冊 国文学No 39 夏 目漱石 事典 」('90.7)

 ◎ サ 相仁 「世 紀末 美学 」241-43頁 、「ラ フ ァエ ル前 派」246-48頁

『漱 石作 品論 集成 第 五巻 三 四郎 』(桜 楓 社'91.1)

 *玉 井 敬之 「三 四郎 の感 受性 一 『三 四郎 』論 」161-75頁(『 講 座夏 目漱石 第三 巻』

   有 斐閣'81.11:藤 島武 二 ・ミレー等 に言及)

 *中 山和 子 「「三 四郎 」 一片 付 け られ た結 末 一」176-84頁(「 別冊 国文学No.14夏

   目漱石必 携II」'82.5:美 禰子 を ファム ・フ ァター ル として分析)

 ◎熊 坂敦子 「『三 四郎』 と英 国絵 画 」185-98頁(「 日本 女子 大学 紀要 文学 部」 第34号

   '85.3:ラ ス キ ン、 グルー ズ等 に注 目)

 *奥 野政 元 「「三 四郎 」ノ ー トー青木 繁 「わ だつ みの い ろ この宮 」 との関 連 をめ ぐっ
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  て 一」223-32頁(「 活 水 国文」 第15号'86.10)

『日本 文 学研 究資料 新 集14夏 目漱石 反 転 す るテ クス ト』(有 精堂'90.4)

〇 三 上 公子 「「第 一 夜」 考 一漱 石 「夢 十 夜 」論 へ の序 一」28-37頁(日 本 女 子 大 学

   「国 文 目白」15号'76.2:テ ニ ス ン、 キー ツ と比 較 、 水鏡 ・百 合 ・真 珠 貝 な

  どの イ メー ジに注 目)

*木 股 知史 「『それ か ら』 の百 合 」55-62頁(「 枯 野 」第6号'88.7)

「ユ リイカ」第23巻10号 「特集 アーサ ー王伝 説 」(青 土社'91.9)

0高 宮利 行 「水 ・死 ・女 一図像化 され た テニ ソンの 『シ ャロ ッ トの女 』」135-37頁

3.雑 誌論 文 等(1.2以 外の もの)

0阪 田勝 三 「『薙露 行』 とその素 材」(「文 学 」第10巻12号'42.12・547-60頁;平 岡敏

  夫編 『夏 目漱 石資 料集 成 第10巻 』 日本 図書 セ ン ター'91.5に 収録:PRBに 言

  及 しな いが材 源研 究 の嗜 矢 と して重 要)

 島 田謹 二 「日本近 代 文学 の一 つ の見方 」(増 田四 郎編 『西洋 と日本 一比 較 文明 史 的

  考察 一』 中公新 書'70.10・121-64頁:『 エ イ ル ウ ィ ン』 と 『趣 味 の遺伝 』 の類

  似 を指摘)

 松村 達雄i「漱石 の 『莚露行 』」(「英 語 青年 」第118巻11号'73.2・622-24頁:PRB

  に は言及 な し)

◎斎藤 恵 子 「『趣味 の遺 伝』 の世 界 」(東 大比 較文 学会 「比 較文 学研 究 」24号'73,9;

  『日本文学 研 究資 料叢 書 夏 目漱石II』 有精 堂'82.9に 収 録:『 エ イル ウ ィ ン』

  を中心 に緻 密 に考 証)

◎堀切 直 人 「オ フ ィー リアの幻影 一 ラフ ァエ ル前 派 を中心 と して 一」(「芸 術 生活 」'74,

  12;加 筆 して「オ フィー リア の幻 影 一 ラ フ ァエ ル前派 ・夏 目漱 石 ・大 岡昇平 」、『日

  本 文 学研 究資 料叢 書 日本文 学研 究 の方 法 近 代編 』有精 堂 ・248-56頁 に収録)

○高 宮利 行 「『莚露 行 』 の系譜 」(「英 語 青年 」第120巻11号'75.2・514-18頁)

 大 沢吉 博 「夏 目漱石 の ア ン ビヴ ァレ ンス ー裸 体 画論 を中 心 に して 一」(東 大比 較 文

  学会 「比較 文 学研 究」29号'76.4・62-92頁)

◎塚本 利 明 「「幻影 の盾 」 の背景 一比 較文 学 的考察 一」(「専 修 人文論 集 」第18号'76.

  12・35-58頁:ア ー ノル ド、 スウ ィ ンバ ー ン に言 及)

○磯 田光 一 「日本 オペ ラ史 の一 駒 一 『莚 露行 』 の 白鳥 をめ ぐって」(「国文学 解 釈 と

  鑑 賞 」第43巻11号'78.11・129-37頁:『 ロー エ ング リン』 との接 点 を考証)

 塚本 利 明 「「幻 影 の盾 」 の背 景(二)一 主 と して テニ ス ン との関 係 をめ ぐっ て 一」

  (「専 修人 文論 集」 第22号'79.1・23-52頁)

0池 谷直 美 「漱 石 にお ける 「明星 」 的 な もの 一初期 作 品 を中心 に 一」(梅 光 女学 院 大

  学 「日本 文学研 究 」第16号'80.11・129-39頁)

0太 田昭 子 ・福 田真人 「漱石 と西洋 美術 一倫敦 ・明 治三 十五 年 前後 」(東 大比 較 文 学

  会 「比 較 文学研 究 」42号'82.11・15-68頁:PRBを 扱 った もの で はないが 有益)

 高 宮利 行 「漱石 と三 人 の中世 文学 者」(「慶 応義 塾大 学言 語文 化研 究所 紀 要」第14号
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  '82.12・163-77頁)

 桜庭 信 之 「漱石 の小 説 と絵画 」(『イギ リスの小 説 と絵 画』 大修 館書店'83.3・114-

  36頁:デ ィケ ンズ、 ター ナー な ど との 関連 を考察)

0高 宮利 行 「シ ャ ロ ッ トの女 の 図像 学 ・序 説」(明 治 学院 大 学言 語 文化 研究 所 「言 語

  文化 」第3号'85.3・71-81頁)

 嶺 京 子 「夏 目漱石 に与 えた 「シ ャロ ッ トの女」 の影 響 」(慶 応 義 塾大 学 高宮 研 究

  室The Round Table創 刊号'85.12・43-53頁)

 熊坂 敦 子 「『それか ら』一 その世紀 末」(「日本女 子大 学紀 要文 学部 」第36号'87.3・

  31-43頁)

◎サ 相 仁 「漱石 の 世紀 末 的感 受性 一水底 幻 想 を中 心 に」(「新 潮」 第84巻11号'87.

  11・184-200頁;『 日本 文 学研 究 資料 新 集15 夏 目漱 石 作家 とそ の時代 』 有精

  堂'88.11に 収 録)

0塚 本 利 明 「漱石 とフ ランチ ェス カ伝 説(上 ・下)」(「 専修 大 学人 文科 学研 究所 月報 」

  第122-123号'88.6-7・ それぞ れ1-15頁,お よびH4頁)

 鈴木 保 昭 「漱石 の オ フェ リア夢想 一 『草枕 』 の中 の シェ イク ス ピア」(「立 正大 学 文

  学 部論 叢 」第89号'89.3・1-38頁)

 佐渡 谷 重信 「日本 近代 文学 と絵 画 との相 互 交渉 一特 に鴎 外 と漱石 へ の西 洋美術 の 影

  響 一」(「日本 の文 学 第 七 集」有 精 堂'90.6・87-121頁)

◎飛 ヶ谷 美 穂子 「漱石 とス ウ ィ ンバ ー ンー 『薙 露行 』 の 「夢 」 をめ ぐって 一」(慶 応

  義塾 大学 「藝 文研 究」 第60号'92.3・359-79頁)

OMihoko Higaya'Meredith's Influence in S�eki's Kusamakura'(POETICA No.

  35,秀 文 イ ンター ナ シ ョナ ル'92.3・77-85頁)

 松 村 昌家 「漱 石 とラ フ ァエ ル前 派 一 『草 枕』 にお け るオ フ ェ リア像 を中 心 に 一」

  (「甲南 大 学 紀 要 文 学編81英 語 英 米 文 学特 集 」'92.3・84-99頁;『 ヴ ィク

  トリア朝 の文 学 と絵 画 』世 界思潮 社'93.4に 収 録)

 小 倉侑 三 「「莚露 行」 一そ の材 源 を め ぐって 一(上)」(成 城 短大 「国文 学 ノー ト」

  29号'92.3・71-95頁)

 小 倉侑 三 「「莚露 行 」 一 その材 源 をめ ぐって 一(下)」(「 成城 国文 学」8号'92.3・

  10-19頁)

〇五 十 嵐 礼 子 「『三 四 郎』 一 ホイ ッス ラー との関 連 を中心 に 一」(「国 文 目白」32号

  '93.2・103-11頁)

◎ 飛 ヶ谷美 穂子 「「風 流 な土 左衛 門」 考 一漱石 ・ス ウ ィンバ ー ン ・サ ッフォー 一」(慶

  応 義塾 大学 高宮 研究 室The Round Table第8号'93.3・56-73頁)

◎ 飛 ヶ谷 美穂 子 「『草枕 』 の底 流 一 メ レデ ィ スの詩 句 をめ ぐっ て 一」(「比 較 文学 」第

  35巻'93.3・ ..頁)

付記 資料の収集にあたって御助力いただいた札幌大学図書館ならびに慶応義塾大学

斯道文庫川上新一郎氏に、心から御礼申し上げます。
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